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なかったが、 ECMs付着能と赤血球凝集性を示す細胞外膜に存在する RTX毒素であった。これらの RTX毒
素をコードする遺伝子は、野生株にも広く分布していることが確認されたが、マウスを宿主とした菌株に広
く分布する傾向が見られた。 3種のすべての RTX毒素を保有する菌株の多くは、 16SrDNAやゆoBの解析
により特定のグループやクラスターに分類されることが明らかになった。
(考察)
肺パスツレラ菌の 3種類の RTX毒素は、 RTX毒素の特徴でもある保存領域のリピート数がヒトや家苔の
病原体が産生する RTX毒素のリピート数よりも少なく、溶血性や細胞毒性以外にも、タンパク質分解能や
ECMs付着能など他の RTX毒素には見られない特徴を持っていることが明らかになった。また、野生株の
RTX毒素をコードする遺伝子配列やアミノ酸配列は多様性に富んでおり、それらの機能についても菌株間
で異なる可能性があると考えられた。
審査の結果の要旨
本研究は、肺パスツレラ菌の 3種類の RTX毒素の構造と生理活性について研究したもので、マウス等実
験動物の衛生管理に有用な結果であり、優れた研究成果であると評価できる。
平成 23年6月 16B、博士(医学)学位論文審査専門委員会において審査委員全員出席のもとに学力の確
認を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって合
格と判定された。
よって、著者は博士(震学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める口
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